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１． まず若い人の自殺者数の推移です（直近１３年間） 

下表は平成２１年から令和３年までの直近の１３年間の中学生と高校生

の男女別自殺者数の推移です。（警察庁「自殺統計」より作成しました）

実に痛ましいかぎりです。 

中学生           高校生 

男子    女子      男子    女子 

平成２１年  ５２人   ２９人     １４４人   ８２人 

２２年  ４７人   ２７人     １３８人   ７０人 

  ２３年  ４７人   ２４人     １７８人   ９３人 

  ２４年  ５６人   ２２人     １５５人   ９２人 

  ２５年  ５９人   ３９人     １４９人   ６４人 

  ２６年  ７２人   ３７人     １４９人   ６４人 

  ２７年  ７２人   ３０人     １５８人   ８３人 

  ２８年  ５６人   ３８人     １３７人   ７７人 

  ２９年  ７０人   ３８人     １６８人   ７３人 

  ３０年  ７７人   ４８人     １３９人   ９７人 



令和 元年  ６４人   ４６人     １９９人   ８０人 

   ２年  ７７人   ６９人     ２００人  １４０人 

   ３年  ７４人   ７４人     １６７人  １４５人 

コメント：グラフにするとよく分かるのですが、男子女子ともに自殺者

数はどの年度を比べても突発的変化はなく概ね塊りとなっています。 

 

２，次に自殺の原因・動機です 

  以下は、平成２１年から令和３年を対象期間として自殺の原因と

動機をまとめたこの「自殺統計」の要約です。 

 

中学生では：「学校問題」が男子では３１％、女子では３８％が該当

します。「家庭問題」は男子では家族からのしつけ、叱責」などの「２

０%」、女子では「親との不和：などの２６％が該当します。              

「学校問題」は男子では「学業不振」、女子は「学友との不和：が高

い。 

高校生では：男子では「学校問題」の３５．６％が最も高く、「健康

問題」が１５．５％、「学業不振」「進路の悩み」が続きます。 

 女子では「健康問題」が３１．８％と最も高く、「うつ」            

「その他の精神疾患」が次いで高い。 



３，最後に「対策」です 

  厚生労働省の自殺対策白書、警察、地方自治体、医療機関、学校

の指導など、それぞれの役割を果していますが、私見では、この問題

はとどのつまりは親と本人の問題です。 

  尚、海外との比較では「若い世代の死因トップが自殺はＧ７では

日本だけ」です。 

  出来るだけ早い機会に皆様に海外の若い世代の自殺の詳細をご

紹介したいと思っています。 

 

終わり 

 

   

参考データです 



 

年代別の死因順位をみると 15～39 歳の各年代の死因の第 1 位は自殺となっ

ている。15～34 歳の若い世代で死因の第 1 位が自殺となっているのは、先進

国（G7）では日本のみでありその死亡率も他の国に比べて高いものとなって

いる。 

 

 

https://www.nippon.com/ja/ncommon/contents/japan-data/347165/347165.png


年齢階級別の死因上位 3 位 

年齢 死因の上位 3 位 

全体 がん / 心疾患 / 老衰 

10～14 がん / 自殺 / 不慮の事故 

15～19 自殺 / 不慮の事故 / がん 

20～24 自殺 / 不慮の事故 / がん 

25～29 自殺 / がん / 不慮の事故 

30～34 自殺 / がん / 不慮の事故 

35～39 自殺 / がん / 心疾患 

40～44 がん / 自殺 / 心疾患  

45～49 がん / 自殺 / 心疾患  

出所 : 厚生労働省「人口動態統計」 

先進 7 カ国＋韓国の 15～34 歳の死因上位 3 位  自殺の欄の（）は自殺率 

  1 位 2 位 3 位 

日本 自殺（16.3） 事故 がん 

フランス 事故 自殺（7.9） その他 

ドイツ 事故 自殺（7.5） がん 

カナダ 事故 自殺（10.6） がん 

米国 事故 自殺（14.1） 殺人 

英国 事故 自殺（7.4） がん 



イタリア 事故 がん 自殺（4.1） 

韓国 自殺（16.3） 事故 がん 

出所 : 厚生労働省「自殺対策白書」/フランス 2014 年、カナダ 2013 年、それ以外は 2015 年のデータ 

 

 


